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け
や
き
の
風

イ
ス
ラ
エ
ル
が
６
月
13

日
に
イ
ラ
ン
を
先
制
攻

撃
し
、
両
国
が
交
戦
し

て
き
た
事
態
は
新
た
な

局
面
に
入
っ
た
▼
ト
ラ

ン
プ
氏
は
21
日
、
米
軍
は
イ

ラ
ン
領
内
の
核
施
設
３
か
所

を
空
爆
し
た
と
発
表
。
イ
ラ

ン
原
子
力
庁
は
、
核
施
設
３

か
所
が
「
敵
の
攻
撃
を
受
け

た
」
と
表
明
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
攻
撃
後
に
「
攻
撃
は
素
晴

ら
し
い
成
功
を
お
さ
め
」

「
（
各
施
設
は
）
完
全
に
破

壊
さ
れ
た
」
と
強
調
。
国
際

原
子
力
機
関
は
米
国
の
攻
撃

後
、
３
か
所
の
施
設
外
の
放

射
線
レ
ベ
ル
上
昇
の
報
告
は

な
い
▼
イ
ラ
ン
が
和
平
に
応

じ
な
い
な
ら
、
「
今
後
、
攻

撃
は
い
っ
そ
う
大
き
く
な
る
」

と
脅
し
た
。
イ
ラ
ン
の
外
相

は
米
国
の
攻
撃
に
つ
い
て

「
国
連
憲
章
と
国
際
法
に
違

反
す
る
」
と
批
判
し
「
主
権

と
安
全
を
守
る
す
べ
て
の
選

択
肢
を
排
除
し
な
い
」
と
表

明
▼
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
首
相
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の

「
大
胆
な
決
断
」
を
称
賛
。

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長

は
「
こ
の
紛
争
が
急
速
に
制

御
不
能
に
陥
り
、
民
間
人
、

地
域
、
世
界
に
壊
滅
的
な
結

果
を
も
た
ら
す
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
」
と
表
明
▼
米

国
の
こ
れ
ら
の
攻
撃
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
加
担
し
、
米
国

内
外
か
ら
の
攻
撃
計
画
の
中

止
を
求
め
る
声
を
無
視
し
、

中
東
地
域
と
世
界
の
平
和
と

安
定
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、

国
連
憲
章
と
国
際
法
に
明
確

に
違
反
し
た
無
法
な
攻
撃
の

強
行
を
、
断
固
糾
弾
す
る
▼

25
日
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
広
島

や
長
崎
と
同
じ
」
と
イ
ラ
ン

空
爆
を
正
当
化
。
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府

は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
抗
議

す
べ
き
だ
。
（
Ｈ
・
Ｈ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す
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カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
・

日
本
な
ど
の
同
盟
国
を
敵

呼
ば
わ
り
し
、
力
で
高
関

税
を
強
い
る
ト
ラ
ン
プ
政

治
。
ア
メ
リ
カ
が
主
導
し

て
き
た
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
１
条
に
は

関
税
率
を
国
に
よ
っ
て
差

別
し
な
い
。
２
条
に
は
関

税
を
一
方
的
に
は
引
き
上

げ
な
い
と
あ
り
ま
す
が
い

ず
れ
に
も
反
し
て
い
ま
す
。

気
候
危
機
対
策
の
重
要

な
合
意
「
パ
リ
協
定
」
を

離
脱
す
る
ば
か
り
か
、
コ

ロ
ナ
な
ど
に
対
応
し
て
き

た
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
か
ら
も
離
脱
。

カ
ナ
ダ
に
は
51
番
目
の

ア
メ
リ
カ
の
州
に
な
れ
、

グ
リ―

ン
ラ
ン
ド
も
ア
メ

リ
カ
の
も
の
に
し
た
い
と

い
う
。
ガ
ザ
で
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
を
強
行
し
て
い
る
イ

ス
ラ
エ
ル
に
は
武
器
弾
薬

な
ど
を
提
供
、
国
連
安
保

理
で
は
４
回
も
拒
否
権
を

行
使
し
イ
ス
ラ
エ
ル
を
擁

護
す
る
。
ア
メ
リ
カ
一
国

主
義
は
極
ま
っ
て
い
る
。

朝
日
新
聞
の
調
査
で
も

「
日
本
外
交
は
米
国
の
意

向
に
対
し
な
る
べ
く
自
立

し
た
ほ
う
が
よ
い
が
68
％
。

い
ざ
と
い
う
場
合
ア
メ
リ

カ
が
守
っ
て
く
れ
る
か
の

問
い
に
そ
う
は
思
わ
な
い

が
77
％
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は

米
中
ど
ち
ら
に
も
付
与
せ

ず
ど
ち
ら
も
敵
と
し
な
い

中
立
を
貫
き
経
済
的
に
も

驚
く
ほ
ど
の
成
長
を
し
て

い
る
。
日
本
も
学
ぶ
べ
き

と
思
う
。

七
月
三
日
公
示
二
〇
日
投

開
票
で
参
議
院
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
「
国
民
民
主
」
や

「
れ
い
わ
」
な
ど
は
財
政
の

裏
づ
け
が
な
く
、
赤
字
国
債

に
頼
る
減
税
案
で
国
民
の
多

く
が
望
む
減
税
案
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
財
源
の
裏
づ
け
も

含
め
た
日
本
共
産
党
の
消
費

税
減
税
案
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
・
低
所
得
者
に
対

す
る
減
税
案
は
食
料
品
ゼ
ロ

％
よ
り
は
優
れ
て
い
ま
す
。

消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
と
き

か
ら
法
人
税
の
減
税
も
始
ま

り
こ
の
間
に
14
％―
３
１
８

兆
円
も
の
法
人
税
減
税
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
財

源
は
ど
こ
か
ら

持
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。

財
源
は
消
費
税

だ
っ
た
の
で
す

が
メ
デ
ア
は
全

く
と
い
っ
て
い

い
程
報
道
し
て

き
ま
せ
ん
。
大

企
業
は
減
税
さ

れ
た
分
を
賃
金

や
、
投
資
に
も

廻
さ
ず
、
た
め

込
む
ば
か
り
で
、

内
部
留
保
は
国

税
収
入
の
５
年

分
以
上
の
５
３

９
兆
円
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

参議院選挙特集

－参議院でも与党過半数割れに－

こんな日本にしたいー

米
は
日
本
人
の
主
食
、

米
農
家
を
支
え
国
民
に
は

安
価
な
米
を
提
供
す
る
。

そ
れ
が
今
大
変
な
危
機
に

直
面
し
て
い
る
。
食
料
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
の
一
番

重
要
な
安
全
保
障
。

ア
メ
リ
カ
は
米
は
主
食

で
な
い
が
米
農
家
を
保
護

す
る
た
め
に
、
60
㎏
を
生

産
コ
ス
ト
１
２
０
０
０
円

で
買
い
、
消
費
者
に
は
４

０
０
０
円
で
提
供
す
る
価

格
保
障
制
度
を
採
用
し
て

い
る
。
日
本
で
で
き
な
い

は
ず
が
な
い
。

２
０
２
２
年
発
電
用
の

化
石
燃
料
を
15
兆
円
か
け

て
輸
入
し
て
い
た
が
、
日

本
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ―

大

国
、
太
陽
光
。
風
力
。
地

熱
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
豊
富
に
埋
蔵
さ
れ
て
い

る
。年

間
使
用
量
の
な
ん
と

５
倍
も
の
埋
蔵
量
が
あ
る

と
い
う
。
経
済
制
裁
を
受

け
な
が
ら
三
年
間
以
上
も

平
常
な
市
民
生
活
を
保
障

し
て
い
る
ロ
シ
ア
の
秘
密

は
食
と
エ
ネ
ル
ギ―

を
ほ

ぼ
１
０
０
％
達
成
し
て
い

る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。農

水
省
の
予
算
の
４
倍

も
の
防
衛
費
を
か
け
る
な

ど
本
当
に
国
の
安
全
を
考

え
て
い
る
と
は
思
え
な
い

政
治
。
２
０
２
２
年
の
食

料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入

額
は
何
と
50
兆
円
で
し
た
。

食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

率
を
高
め
る
こ
と
は
国
を

豊
か
に
し
、
国
の
最
も
重

要
な
安
全
保
障
で
す
。

一
世
帯
12
万
円
の
減
税
！

―
消
費
税
を
５
％
に―

―

食
と
エ
ネ
ル
ギ―

こ
そ

国
の
重
要
な
安
全
保
障―

―

米
・
中
ど
ち
ら
に
も
つ
か

ず
、
中
立
の
自
立
外
交
を―

イ
ス
ラ
エ
ル
に
武
器

輸
出
し
擁
護
す
る
ア

メ
リ
カ
一
国
主
義
は

極
ま
っ
て
い
る

日
本
外
交
は
自
立
が

よ
い
68
％
。
ア
メ
リ

カ
は
守
っ
て
く
れ
な

い
77
％

ア
メ
リ
カ
は
米
の
価

格
保
障
制
度
を
採
用

農
水
省
予
算
の
４
倍

の
防
衛
費
、
食
の
安

全
な
い
が
し
ろ
に



定数 候補者 年齢 当否 定数 候補者 年齢 当否

新宿区 4 大山ともこ 69 現 当選 練馬区 7 とや恵津子 61 現 当選

文京区 2 福手ゆう子 48 現 当選 足立区 6 斉藤まりこ 50 現 当選

大田区 7 藤田りょうこ 50 現 当選 北区 3 せいの恵子 51 新 当選

世田谷区 8 里吉 ゆみ 58 現 当選 日野市 2 清水としこ 62 現 当選

杉並区 6 原田あきら 49 現 当選 北多摩1 3 尾崎あや子 66 現 当選

板橋区 5 竹内 愛 48 新 当選 北多摩3 3 田中とも子 67 元 当選

豊島区 3 米倉春奈 37 現 当選 北多摩4 2 原 のり子 59 現 当選

東京都(定数127人)

第２４６号 けやきの風 ２０２５年７月

「
共
産
党
!
良
い
こ
と
を
言
う
!
」
と
間
々
聞
け
ば

そ
の
思
い
こ
そ
票
へ
と
願
う

七
丁
目

山
野

美
津

腰
痛
の
リ
ハ
ビ
リ
散
歩
な
り

背
筋
伸
ば
し
歩
き
も
軽
し
沼
風
の
中

五
丁
目

鈴
木

明

卓
上
の
蟻
そ
っ
と
緑
に
戻
し
た
り

三
丁
目

松
永
美
穂
子

畦
道
で
子
ガ
エ
ル
跳
ね
て
堀
の
中

七
丁
目

山
里

歩

高
齢
者
を
敵
に
し
奪
う
若
者
票

五
丁
目

一
言
有
三

常
磐
線
天
王
台
駅
南
口

か
ら
徒
歩
約
二
〇
分
。
手

賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
に

下
り
た
所
に
信
号
が
あ
り

ま
す
。
左
折
し
て
道
路
沿

い
を
歩
く
と
間
も
な
く
小

さ
な
神
社
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
だ
と
気
づ
く
人
は

あ
ま
り
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
と
な
り
に
は
手

賀
沼
の
水
を
く
み
上
げ
て

い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

当
神
社
の
創
建
年
代
は
不

詳
な
が
ら
、
岡
発
戸
新
田

開
発
に
伴
い
鎮
守
社
と
し

て
祀
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

境
内
神
社
と
し
て
は
道
祖

神
社
、
水
神
社
、
庚
申
塔
、

二
十
三
夜
塔
、
待
道
（
ま

つ
ど
う
）
社
の
六
社
が
あ

り
ま
す
。
興
味
を
持
っ
た

の
は
神
社
の
建
物
の
側
面

に
黒
い
舟
の
様
な
も
の

（
写
真
）
、
一
九
二
四

（
大
正
十
三
）
年
に
手
賀

沼
の
底
か
ら
出
土
し
た
丸

木
舟
で
す
。
神
社
の
建
物

の
床
も
沼
の
水

が
上
が
っ
て
も

対
応
で
き
る
た

め
の
構
造
で
は

と
思
わ
れ
る
も

の
に
な
っ
て
い

る
の
も
、
特
徴

で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

丸
木
舟
か
ら
昔

の
手
賀
沼
で
暮

ら
し
て
き
た
人
々

の
様
子
に
思
い

巡
ら
す
の
も
面

白
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

岡
発
戸
新
田
八
幡
神
社
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

六
月
市
議
会
が
二
日
か

ら
十
九
日
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は

９
、
10
、
11
日
の
三
日
間
で

14
人
が
質
問
し
ま
し
た
。
我

孫
子
新
田
の
旧
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
跡
地
へ
の
温
浴
施

設
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
整
備
問
題
、
上
下
水

道
問
題
、
教
育
問
題
、
外

国
人
の
増
加
に
伴
う
問
題
、

農
業
問
題
、
消
防
関
係
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
問

題
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質

問
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

日

本

共
産
党

の
船

橋

ま

さ

る

議
員
は
水
道
の
漏
水
問
題
、

小
中
学
校
施
設
の
維
持
管

理
問
題
、
手
賀
沼
遊
歩
道

の
植
栽
の
立
ち
枯
れ
問
題

な
ど
に
つ
い
て
質
問
。
水
道

の
漏
水
問
題
で
は「
人
工
衛

星
で
漏
水
箇
所
を
特
定
、

夜
間
、
耳
で
漏
水
音
を
聞
い

て
対
処
す
る
」
な
ど
と
当
局

が
答
弁
。

岩

井

こ

う
議
員
は

我
孫
子
市

内
の
千
葉

県
流
域
下
水
道
管
の
安
全

に
つ
い
て
、
ま
た
、
子
ど
も
が

通
い
た
く
な
る
よ
う
な
学
校

に
（
不
登
校
問
題
）
の
テ
ー

マ
で
質
問
し
ま
し
た
。
流
域

下
水
道
管
（
対
象
区
間
は

手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
道
路
、
五

本
松
公
園
登
り
口
か
ら
湖

北
台
中
学
校
の
約
一
キ
ロ
）

の
安
全
確
認
に
つ
い
て
は
、

管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
が

「
開
庁
日
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
な
う
」と
答
弁
。
（
Ｔ
・O

）

６
月
26
日
、
危
険
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
ア
ー
ケ
ー
ド

が
き
れ
い
に
撤
去
さ
れ
、
落

下
物
の
心
配
が
な
く
歩
道

を
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
写
真
）
。
約
二
年

間
に
渡
っ
て
早
く
撤
去
を
し

て
ほ
し
い
と
、
市
長
と
の
ふ

れ
あ
い
懇
談
会
を
は
じ
め
地

域
の
自
治
会
連
合
会
・
市

議
会
議
員
岩
井
さ
ん
や
野

村
さ
ん
に
再
々
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（Ｇ
・
Ｈ
）

我
孫
子
六
月
市
議
会
に
つ
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東京都議会議員選挙結果について
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６月22日投開票の都議会議員
選挙において、日本共産党は1
4議席にとどまり19議席から後
退。悔しい結果でお詫びいたし

ます。その中でも２人区で３議
席、３人区で４議席勝ちとり重
要な成果を得ることができまし
た。


